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新
年
度
国
家
予
算
は
、
大
企
業
に
減
税

す
る
一
方
で
、
定
率
減
税
の
廃
止
に
よ
る

庶
民
増
税
、
生
活
保
護
の
削
減
な
ど
国
民

の
暮
ら
し
を
圧
迫
し
、
格
差
と
貧
困
を
一

層
拡
大
さ
せ
て
い
る
。
自
治
体
は
厳
し
い

市
民
生
活
を
守
る
立
場
に
徹
す
べ
き
。

新
年
度
予
算
に
は
、
武
蔵
藤
沢
駅
前
広

場
や
橋
上
駅
舎
、
踏
切
拡
幅
、
藤
沢
小
学

校
体
育
館
改
築
工
事
な
ど
が
予
算
化
さ
れ

市
民
の
願
い
が
実
っ
た
。
ま
た
、
日
本
共

産
党
が
主
張
し
て
き
た
、
就
学
援
助
制
度

の
独
自
基
準
が
撤
廃
さ
れ
る
こ
と
は
評
価

で
き
る
。
し
か
し
、
施
策
に
は
市
民
の
理

解
が
得
ら
れ
な
い
も
の
が
多
数
あ
り
反
対
。

反
対
項
目
は
、
市
民
税
の
定
率
減
税
の

全
廃
。
市
民
ひ
と
り
当
た
り
６
千
400
円
の

負
担
増
に
な
る
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
の
予
算
削
減
は
認
め
ら
れ
な
い
。
国

民
保
護
法
関
係
の
予
算
化
は
、
米
軍
が
引

き
起
こ
す
戦
争
に
自
治
体
と
市
民
を
巻
き

込
む
も
の
。
自
衛
官
募
集
事
務
も
行
う
べ

き
で
は
な
い
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

シ
ス
テ
ム
関
係
費
や
、
狭
山
台
土
地
区
画

整
理
事
業
へ
の
繰
り
出
し
な
ど
９
項
目
。

夕
張
市
を
国
が
財
政
再
建
団
体
に
指
定
。

夕
張
市
を
支
え
て
い
た
北
炭
夕
張
炭
鉱
が

20
年
前
に
完
全
撤
退
、
後
処
理
に
市
の
実

質
負
担
は
290
億
円
。
自
治
省
か
ら
「
活
力

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
優
良
地
方
公
共
団

体
」
と
し
て
大
臣
表
彰
さ
れ
、
踊
ら
さ
れ

る
中
、市
は
観
光
施
設
等
を
次
々
と
建
設
、

借
金
は
膨
大
に
膨
れ
上
が
っ
た
。
夕
張
市

特
有
の
個
別
の
事
情
が
あ
っ
た
と
は
言
え
、

国
と
市
と
の
関
係
、
市
の
運
営
と
計
画
の

あ
り
方
、
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
、

ど
の
自
治
体
に
も
共
通
の
重
要
な
課
題
。

川
崎
市
は
、
保
育
料
の
滞
納
を
一
掃
す

る
為
、
市
長
自
ら
先
頭
に
た
ち
奮
闘
。
100

万
円
以
上
を
滞
納
の
市
職
員
も
。
入
間
市

で
も
、
市
民
税
・
保
育
料
・
学
童
保
育
料

・
市
営
家
賃
・
国
民
健
康
保
険
税
等
の
悪

質
な
滞
納
者
に
対
し
て
、積
極
的
対
応
を
。

数
十
年
に
わ
た
り
地
権
者
・
市
民
の
土

地
利
用
を
法
的
に
制
約
し
て
い
る
都
市
計

画
道
路
や
区
画
整
理
事
業
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
優
先
し
た
積
極
的
取
り
組
み
を
。

市
の
財
政
が
ま
す
ま
す
厳
し
い
中
、
効

率
的
な
予
算
執
行
を
期
待
し
、
賛
成
。
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平成19年度
一般会計予算
353億1,900万円

第1回定例会

平
成
19
年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
28

日
か
ら
３
月
20
日
ま
で
の
21
日
間
開
催
さ

れ
、
提
出
議
案
39
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

内
容
と
し
て
は
、
議
員
提
出
に
よ
る
条

例
１
件
、
規
則
１
件
と
、
市
長
提
出
に
よ

る
人
事
案
件
２
件
、
規
約
４
件
、
条
例
７

件
、
一
般
議
案
４
件
、
平
成
18
年
度
補
正

予
算
10
件
、
平
成
19
年
度
当
初
予
算
10
件

で
あ
り
、
す
べ
て
の
議
案
が
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

2007.3Topics

市長から以下のような趣旨の提案理由が説明された。
本市の財政状況は、歳入は、市税収入が、所得税から住民税への税源

移譲に伴う10％フラット化、定率減税の廃止などから大幅な増額となる
と見込んでいる。しかし、普通交付税が不交付となる見込みであるため、財政調整基金からの繰り入れ
と、臨時財政対策債及び適債事業の活用により、財源不足の調整を図った。
歳出は、武蔵藤沢駅橋上化・自由通路等設置事業、藤沢小学校屋内運動場改築事業などの諸事業の推

進に努める。また、市民福祉の向上を基本理念とし、事業の優先度、緊急度、効率性等を考慮し編成し
た。特に、経常的経費は、「行財政緊急改革プランパート２（平成19年度予算編成版）」に基づき見直し
を行い、人件費についても縮減を図った。予算規模は、前年度対比4.2％増の353億1,900万円となった。

反
対
討
論
（

）

一
般
会
計

賛
成
討
論
（
未
来
新
政
会
）

討
　
　
論

予　算

日
本
共
産
党

入
間
市
議
会
議
員
団
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25億9,580万円�
7.35%

108億5,352万1千円 �
30.73%

（億円）0

10

20

30

200

250

35

市税�

市税負担額�
市民1人あたり　14万8,824円�
1世帯あたり　　38万9,461円�

19年度 歳入�
353億1,900万円�

市民1人あたり　23万5,239円�
1世帯あたり　　61万5,603円�
�

19年度 歳出�
353億1,900万円�

その他�市債�国庫支出金�地方交付税�繰入金� 県支出金�諸収入�繰越金� 地方譲与税�
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 平成19年1月1日現在　人口150,141人　世帯数57,373世帯 

土木費�衛生費� 教育費�総務費� 公債費� その他�

一般会計予算�自主財源   258億672万円     依存財源   95億1,228万円�

平成17年� 平成18年� 平成19年�

7億7,213万1千円�
2.19%

3億8,800万円�
1.10% 

25億2,532万9千円�
7.15%

40億2,091万6千円�
11.38%

49億5,447万9千円�
14.03%

45億9,352万円�
13.01%

34億9,183万円�
9.89%

48億7,940万5千円�
13.81%

5億5,000万円�
1.56%

15億4,235万3千円�
4.37%

9億2,098万円�
2.61%

1億9,200万円�
0.54%

26億7,812万4千円�
7.58%

33億3,505万4千円 �
9.44%

223億4,455万8千円�
63.26%

その他の内訳�
　分担金及び負担金、　使用料及び手数料、�
　財産収入、　寄附金、　利子割交付金、�
　配当割交付金、　株式等譲渡所得割交付金、�
　地方消費税交付金、　ゴルフ場利用税交付金、�
　自動車取得税交付金、　国有提供施設等所在�
　市町村助成交付金、　地方特例交付金、�
　交通安全対策特別交付金�

その他の内訳�
　議会費、　労働費、　農林水産業費、�
　商工費、　消防費、　諸支出金、　予備費�



全
体
的
に
行
政
が
や
る
べ
き
こ
と
・
住

民
の
任
意
の
部
分
・
協
働
の
取
組
み
な
ど

根
本
の
見
直
し
が
ま
だ
弱
い
。
重
要
な
の

は
教
育
と
福
祉
・
上
下
水
道
・
道
路
の
維

持
管
理
・
廃
棄
物
処
理
な
ど
人
間
と
し
て

暮
ら
す
生
活
の
基
本
的
な
予
算
で
あ
る
。

所
得
は
微
増
で
も
住
民
の
負
担
は
税
制
、

社
会
保
障
共
に
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る

か
ら
、
暮
ら
し
は
更
に
厳
し
く
な
る
の
で
、

国
政
の
影
響
に
配
慮
し
対
応
を
強
化
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
予
算
で
は
奨
学
金
の
利
子
に
変
動
金

利
制
度
が
導
入
さ
れ
懸
念
さ
れ
る
な
か
、

就
学
援
助
制
度
の
市
独
自
の
基
準
が
撤
廃

さ
れ
た
こ
と
は
評
価
す
る
。
定
率
減
税
全

廃
の
年
の
予
算
で
あ
る
が
反
対
と
し
て
以

下
の
４
点
を
あ
げ
て
お
く
。

自
衛
官
募
集
事
務
委
託
金
。
国
民
保
護

関
係
事
業
。
こ
の
事
業
は
戦
争
が
で
き
る

国
家
体
制
づ
く
り
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。

次
は
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
事
業
。
最
後
は
一
部
事
務
組
合
の
負

担
金
。
理
由
は
組
合
議
会
の
報
酬
見
直
し

を
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

平
成
19
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
353
億

１
千
900
万
円
で
前
年
度
対
比
4.2
％
の
増
額

予
算
に
な
る
。

歳
入
は
三
位
一
体
改
革
の
影
響
で
厳
し

い
状
況
が
続
く
。
本
年
度
市
税
は
、
税
源

移
譲
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
対
比
10
・

３
％
の
増
収
と
な
る
が
普
通
交
付
税
は
不

交
付
と
な
り
財
源
不
足
を
補
う
た
め
財
政

調
整
基
金
よ
り
繰
り
入
れ
を
し
、
元
気
な

入
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
重
点
施
策
の
健
康
・

福
祉
の
増
進
、
環
境
へ
の
配
慮
、
教
育
・

文
化
の
振
興
を
基
本
と
し
た
市
民
ニ
ー
ズ

に
応
え
得
る
予
算
措
置
で
評
価
で
き
る
。

歳
出
は
、
消
費
的
経
費
の
人
件
費
が
0.1

％
の
減
額
な
ど
行
財
政
緊
急
改
革
プ
ラ
ン

パ
ー
ト
２
に
基
づ
く
内
部
経
費
の
削
減
に

努
力
し
て
い
る
一
方
、
扶
助
費
は
7.5
％
の

増
額
と
な
り
、
市
民
福
祉
の
向
上
に
配
慮

し
て
い
る
。
投
資
的
経
費
は
前
年
度
対
比

24
・
２
％
増
額
で
藤
沢
小
学
校
屋
内
運
動

場
改
築
事
業
や
武
蔵
藤
沢
駅
橋
上
化
・
自

由
通
路
設
置
事
業
等
苦
し
い
財
政
状
況
の

中
配
慮
が
見
ら
れ
る
。
今
後
も
健
全
な
財

政
運
営
を
要
望
し
て
賛
成
討
論
と
す
る
。

平
成
19
年
度
は
第
５
次
総
合
振
興
計
画

の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
大
事
な
年
で
あ
る
。

歳
入
で
は
税
源
移
譲
に
伴
い
、
市
民
税
の

10
％
フ
ラ
ッ
ト
化
や
定
率
減
税
の
廃
止
に

伴
い
、
21
・
１
％
の
増
額
。
歳
出
で
は
民

生
費
、
土
木
費
が
大
幅
な
伸
び
率
で
あ
り
、

前
年
比
4.2
％
増
の
353
億
１
千
900
万
円
の
積

極
的
な
予
算
編
成
で
あ
る
。
早
期
完
結
事

業
と
し
て
狭
山
台
土
地
区
画
整
理
事
業
に

予
算
措
置
。
新
規
事
業
で
は
、
最
終
処
分

場
の
用
地
取
得
、
緑
地
の
現
況
調
査
、
母

子
家
庭
自
立
支
援
事
業
、
市
営
住
宅
へ
の

防
火
用
煙
感
知
機
の
設
置
事
業
、
消
防
ポ

ン
プ
車
の
更
新
、
藤
沢
小
学
校
屋
内
運
動

場
の
改
築
工
事
等
々
多
く
の
課
題
に
対
応

し
て
い
る
。
特
に
、
藤
沢
地
区
に
設
置
す

る
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
式
次
世
代
型
防
犯
灯
、

自
動
体
外
式
除
細
動
器
の
予
算
の
増
額
、

老
人
憩
い
の
家
の
修

繕
費
を
恒
常
的
に
計

上
し
た
こ
と
な
ど
は
、

市
民
の
安
全
・
安
心

の
街
づ
く
り
へ
の
取

組
み
と
し
て
評
価
す

る
。
入
札
制
度
改
革

や
団
塊
世
代
退
職
問

題
対
策
の
為
に
部
局

横
断
的
本
部
の
設
置

を
要
望
し
、
賛
成
討

論
と
す
る
。

4

賛
成
討
論
（
入
間
自
民
ク
ラ
ブ
）

賛
成
討
論
（

）

反
対
討
論
（
そ
ら
ま
め
）

公
明
党

入
間
市
議
団
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本会議�

一般質問�

採
　
決�

討
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採
　
　
　
決�
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委
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長
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会
付
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開
　
　
　
会�

招
　
　
　
集�

閉
　
　
　
会�

一般質問とは、議案に関係なく、市全体及び市政について市長などの考え方・方針をただすこと�



所
得
税
か
ら
市
県
民
税
へ
の
税
源
移
譲

が
実
施
さ
れ
、
歳
入
の
約
57
％
が
、
直
接

税
で
あ
る
住
民
税
と
固
定
資
産
税
で
占
め

ら
れ
る
に
至
り
、
市
の
財
務
体
質
が
大
き

く
変
化
し
た
。
加
え
て
、
消
費
的
経
費
の

増
嵩
ぞ
う
す
う

や
歳
入
不
足
へ
の
対
応
に
迫
ら
れ
る

中
で
の
予
算
編
成
と
理
解
す
る
。

武
蔵
藤
沢
駅
橋
上
化
や
学
校
施
設
の
改

修
な
ど
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
の
進
展

を
図
り
つ
つ
、
軽
度
発
達
障
害
児
童
支
援

員
制
度
の
導
入
、「
放
課
後
こ
ど
も
プ
ラ
ン
」

へ
の
対
応
や
、
障
が
い
者
福
祉
制
度
の
維

持
に
努
め
る
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

予
算
配
分
へ
の
努
力
を
評
価
す
る
。

９
億
円
超
の
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩

し
、
12
億
円
弱
の
臨
時
財
政
対
策
債
の
発

行
な
ど
、
歳
入
不
足
の
状
況
は
憂
慮
す
べ

き
で
あ
り
、
財
務
体
質
の
強
化
と
、
更
な

る
行
財
政
改
革
の
推
進
が
必
要
で
あ
る
。

執
行
に
あ
た
り
、
市
長
交
際
費
の
執
行

抑
制
、
区
長
等
報
償
金
の
更
な
る
見
直
し
、

学
校
教
育
の
内
容
充
実
、
並
び
に
小
児
救

急
医
療
体
制
の
再
整
備
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
要
望
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

夕
張
シ
ョ
ッ
ク
と
い
わ
れ
る
夕
張
市
の

財
政
破
綻
は
全
国
の
自
治
体
に
大
き
な
衝

撃
を
与
え
た
。
こ
の
よ
う
な
結
果
を
招
い

た
理
由
と
し
て
不
適
切
な
財
政
運
営
が
見

逃
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
今
、
入
間
市
も
反
省

材
料
と
し
て
執
行
部
も
職
員
も
不
適
切
な

財
政
運
営
が
あ
っ
た
ら
、
我
々
は
見
逃
さ

な
い
ぞ
、
と
の
意
気
込
み
が
あ
る
と
こ
ろ

に
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
思
う
。
所
得
税

か
ら
住
民
税
に
税
源
が
移
譲
さ
れ
、
市
町

村
の
自
主
性
が
高
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
地

方
分
権
の
理
念
か
ら
も
当
然
で
あ
り
、
そ

の
税
源
移
譲
影
響
額
が
、
交
付
税
の
算
定

に
お
い
て
基
準
財
政
収
入
額
に
100
％
算
入

さ
れ
、
実
質
的
に
は
交
付
税
が
減
額
さ
れ

る
し
く
み
は
、
健
全
な
地
方
財
政
運
営
の

観
点
か
ら
も
問
題
と
考
え
て
い
る
。
同
感

で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

こ
こ
に
も
あ
る
よ
う
に
是
正
要
望
等
も
含

め
て
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
国
に
対
す
る
働
き

か
け
を
是
非
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。
限
ら

れ
た
財
源
の
有
効
活
用
を
図
り
、
効
率
的

な
予
算
執
行
を
願
う
こ
と
で
賛
成
と
す
る
。

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

国
保
税
を
払
い
き
れ
な
い
368
世
帯
に
保

険
証
を
渡
さ
ず
資
格
証
明
書
を
発
行
し
て

い
る
。
社
会
保
障
の
制
度
に
保
険
証
の
取

り
上
げ
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
滞
納
世

帯
に
は
生
活
実
態
に
応
じ
軽
減
措
置
を
行

う
べ
き
。
70
歳
以
上
の
現
役
並
み
所
得
者

の
窓
口
負
担
を
２
割
か
ら
３
割
へ
引
き
上

げ
、
葬
祭
料
を
10
万
円
か
ら
５
万
円
に
引

き
下
げ
る
こ
と
に
反
対
す
る
。

（
下
水
道
事
業
特
別
会
計
）

市
民
生
活
が
厳
し
く
な
る
な
か
で
下
水

道
料
金
の
値
上
げ
は
す
べ
き
で
な
い
。
近

隣
市
と
比
較
し
て
も
高
い
料
金
で
あ
り
、

市
民
負
担
が
重
過
ぎ
る
の
で
反
対
で
あ
る
。

（
狭
山
台
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
）

こ
の
事
業
は
当
初
見
込
ん
で
い
た
保
留

地
処
分
が
進
ま
ず
事
業
計
画
で
市
費
投
入

を
当
初
の
２
倍
以
上
に
激
増
。
19
年
度
は

一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
を
前
年
の
２
倍

に
増
や
し
て
い
る
。
市
民
生
活
が
厳
し
い

な
か
一
部
の
事
業
に
膨
大
な
税
金
を
投
入

す
る
こ
と
に
反
対
。
全
市
民
を
対
象
に
し

た
暮
ら
し
や
福
祉
に
予
算
を
ま
わ
す
べ
き
。

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

こ
の
保
険
制
度
は
、
被
保
険
者
全
体
の

相
互
扶
助
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
、
資
格
証
明
書
の
交
付
等

収
納
率
向
上
に
努
力
を
続
け
る
一
方
、
支

出
の
多
く
が
医
療
関
連
費
で
あ
る
。
医
療

費
の
動
向
等
を
慎
重
に
見
極
め
、
事
業
の

健
全
経
営
に
努
め
て
い
る
点
で
賛
成
す
る
。

（
下
水
道
事
業
特
別
会
計
）

下
水
道
使
用
料
の
改
定
は
今
年
６
月
に

実
施
さ
れ
る
。
市
民
へ
の
周
知
徹
底
を
望

む
。
歳
入
で
は
一
般
会
計
繰
入
金
を
計
画

ど
お
り
確
保
し
、
供
用
開
始
区
域
の
拡
大

を
図
る
。
歳
出
で
下
水
道
２
課
を
統
合
し

人
件
費
を
削
減
し
、
管
渠
築
造
事
業
は
計

画
し
た
事
業
量
を
確
保
。
今
後
、
よ
り
一

層
の
経
営
努
力
を
要
望
し
賛
成
す
る
。

（
狭
山
台
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
）

狭
山
台
工
業
団
地
を
含
む
新
市
街
地
が

形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
多
く
の
企
業
の
進

出
で
２
千
人
の
雇
用
や
今
年
度
の
固
定
資

産
税
、
都
市
計
画
税
、
法
人
税
等
約
７
億

２
千
万
円
の
税
収
増
で
あ
る
。
早
期
に
完

成
を
望
み
賛
成
す
る
。

5

賛
成
討
論
（
未
来
新
政
会
）

特
別
会
計

討
　
　
論

反
対
討
論
（

）

日
本
共
産
党

入
間
市
議
会
議
員
団

入間CATVで�
本会議を�
全面放映�
しています�

●放映チャンネル�
　11チャンネル�
●放映時間�
　議会開催日の午後6時から�

賛
成
討
論
（
い
る
ま
緑
風
会
）

賛
成
討
論
（

）

民
主
党
・

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
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（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

今
回
の
予
算
は
、
前
年
度
に
比
較
す
る

と
増
額
に
な
っ
て
い
る
が
、
昨
年
度
に
創

設
さ
れ
た
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
が

明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。

こ
の
医
療
制
度
改
革
が
市
町
村
間
の
税
の

平
準
化
、
あ
る
い
は
国
保
財
政
の
安
定
化

に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
す
る
。
さ
ら
に
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
に
伴
う
シ

ス
テ
ム
開
発
費
等
の
予
算
も
計
上
さ
れ
て

お
り
、
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た
保
険
事

業
計
画
を
策
定
し
、
医
療
費
の
適
正
化
に

努
め
、
国
保
税
収
入
の
確
保
と
共
に
安
定

し
た
運
営
の
健
全
化

を
要
望
し
賛
成
す
る
。

（
下
水
道
事
業
特
別

会
計
）

下
水
道
事
業
は
、

先
行
投
資
型
の
事
業

で
あ
り
、
財
源
は
ほ

ぼ
地
方
債
に
よ
る
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
に
よ
る
使

用
料
負
担
に
も
限
り

が
あ
り
、
や
む
を
得

な
い
。
更
な
る
経
費

削
減
、
適
正
な
運
営

に
よ
る
計
画
的
な
市

街
化
区
域
内
汚
水
管

の
整
備
を
強
く
要
望

し
賛
成
討
論
と
す
る
。

賛
成
討
論
（

）

民
主
党
・

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

賛
成
討
論
（
入
間
自
民
ク
ラ
ブ
）

（
下
水
道
事
業
特
別
会
計
）

「
建
設
」
か
ら
「
維
持
管
理
」
へ
と
転

換
す
る
予
算
で
あ
り
安
定
・
効
率
的
事
業

展
開
が
望
ま
れ
る
。
公
明
党
は
昨
年
12
月

定
例
会
で
料
金
改
定
に
つ
い
て
責
任
あ
る

現
実
的
判
断
を
し
た
が
、
黙
認
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
①
電
算
シ
ス
テ
ム
の
改
造
費

の
経
費
削
減
を
指
摘
し
た
結
果
、
外
部
委

託
費
を
予
定
額
の
３
分
の
２
に
縮
減
す
る

実
績
、
②
漏
水
調
査
を
倍
増
さ
せ
る
実
績

等
を
挙
げ
た
。
執
行
部
に
も
更
な
る
経
費

削
減
努
力
を
要
望
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

（
狭
山
台
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
）

事
業
開
始
当
初
の
平
成
５
年
に
比
較
し

て
、
区
域
内
の
税
収
は
20
倍
の
７
億
円
強

に
も
な
り
、
結
果
と
し
て
福
祉
の
財
源
に

も
還
元
で
き
る
状
況
を
評
価
す
る
。
今
後

も
圏
央
道
延
伸
開
通
を
好
機
と
し
て
積
極

的
・
効
率
的
投
資
で
早
期
完
成
を
目
指
し
、

更
な
る
優
良
企
業
誘
致
が
望
ま
れ
る
。
職

員
１
名
削
減
も
評
価
す
る
。
工
事
費
に
つ

い
て
は
、
一
般
会
計
の
入
札
制
度
改
革
に

歩
調
を
あ
わ
せ
、
徹
底
し
た
経
費
削
減
を

要
望
し
、
賛
成
の
討
論
と
す
る
。

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

国
保
制
度
の
重
要
性
が
高
ま
る
一
方
、

一
般
会
計
繰
出
金
が
11
億
５
千
万
円
に
上

る
な
ど
、
財
政
状
況
は
非
常
に
厳
し
い
。

「
払
え
る
が
払
わ
な
い
人
」
へ
の
毅
然
と
し

た
対
応
に
よ
り
、
収
納
率
の
向
上
、
国
保

加
入
者
間
、
被
用
者
保
険
加
入
者
と
の
間

で
の
、
負
担
の
公
平
性
確
保
が
必
要
で
あ

る
。
資
格
証
明
書
の
発
行
は
、
現
状
や
む

を
え
な
い
と
判
断
し
、
了
承
す
る
。

（
下
水
道
事
業
特
別
会
計
）

市
民
の
家
計
負
担
増
加
が
続
く
中
で
の

料
金
改
定
実
施
に
思
い
を
い
た
す
べ
き
だ

が
、「
雨
水
公
費
、
汚
水
私
費
」
の
原
則
に

従
い
、
将
来
負
担
を
増
や
さ
な
い
た
め
の

負
担
の
あ
り
方
の
見
直
し
も
必
要
で
あ
る
。

会
計
制
度
と
事
業
運
営
の
見
直
し
検
討
を

要
望
し
、
本
案
を
了
承
す
る
。

（
狭
山
台
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
）

す
で
に
６
割
以
上
の
事
業
進
捗
で
、
100

社
以
上
の
企
業
が
進
出
し
、
税
収
等
の
効

果
も
あ
る
。
行
革
の
観
点
か
ら
、
市
費
負

担
の
抑
制
、
及
び
効
率
的
か
つ
速
や
か
な

事
業
完
了
を
要
望
し
、
本
案
を
了
承
す
る
。

（
下
水
道
事
業
特
別
会
計
）

住
み
よ
く
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
、
下
水

道
事
業
は
道
路
整
備
事
業
と
同
じ
市
民
生

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 � 126億61万5千円� 11.0

前年度比較�
増減率（％）�予　算　額�会　　　計　　　名�

老 人 保 健 特 別 会 計 �78億2,467万7千円� 2.9

介 護 保 険 特 別 会 計 �50億3,070万7千円� 10.3

下 水 道 事 業 特 別 会 計 �28億3,004万2千円� 0.7

武蔵藤沢駅周辺土地区画整理事業特別会計� 8億6,787万6千円� 18.1

入間市駅北口土地区画整理事業特別会計� 3億3,500万円� 0.9

扇 台 土 地 区 画 整 理 事 業 特 別 会 計 � 5億1,500万円� 36.5

狭山台土地区画整理事業特別会計� 6億2,637万5千円� △52.5

総　　　　　　　　額� 306億3,029万2千円� 5.3

平成19年度入間市特別会計予算一覧表

賛
成
討
論
（

）

公
明
党

入
間
市
議
団

賛
成
討
論
（
い
る
ま
緑
風
会
）
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埼玉県が推進する市町村への権限移譲の一環として、このたび屋外広告物の許可等事務を実施す
るもので、審査にかかる手数料を徴収することを定め、併せて条文の整備を行う。但し、政治資金
規正法第6条第1項の届出を経た政党、協会その他の団体については手数料を徴収しない。
この条例は、平成19年4月1日から施行し、事務は建築指導課が担当する。

議案第9号

厳しい市財政に行革の取り組みの一つとして、このたび国に準じて一般職員の給与構造改革を実
施するもので、給料表の見直しにより、実質5.3％引き下げる（但し現給保障）。
また、職員の意欲向上の為にやる気と能力のある職員の昇格時期を早める。昇給については55歳

以上の昇給幅を通常の半分程度に抑制する。
この条例は、平成19年4月1日から施行する。

議案第7号

東町小学校区に余裕教室を利用した学童保育室が開設、市内16校全校に学童保育室が設置された。
また、県の基準である1人当たりの所要面積1.65㎡に準じて学童保育室の定員の改正を行うもの

である。これにより市全体の定員数は650人から930人に拡大された。
また、現行の東町学童保育室を藤沢北学童保育室に名称変更する。

議案第10号

技能労務職員の給与の種類及び基準に関する条例
の一部を改正する条例議案第8号 全員一致で原案可決

全部・一部改正条例
条 例

入間市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害
補償等に関する条例及び入間市職員公務災害見舞
金支給条例の一部を改正する条例

議案第6号 全員一致で原案可決

入間市議会委員会条例の一部を改正する条例議員提出議案第1号 全員一致で原案可決

入間市議会会議規則の一部を改正する規則議員提出議案第2号 全員一致で原案可決

入間市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例議案第7号 全員一致で原案可決

入間市手数料条例の一部を改正する条例議案第9号 全員一致で原案可決

入間市学童保育室設置及び管理条例の一部を改正する条例議案第10号 全員一致で原案可決

入間市介護認定審査会条例の一部を改正する条例議案第11号 全員一致で原案可決

入間市立幼稚園設置及び管理条例の一部を改正する条例議案第12号 全員一致で原案可決

活
に
大
切
な
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
公

共
下
水
事
業
は
快
適
な
生
活
環
境
の
実
現

を
目
指
し
て
、
事
業
認
可
区
域
の
早
期
事

業
完
了
に
努
め
る
こ
と
に
期
待
す
る
。
下

水
道
使
用
料
に
つ
い
て
は
事
業
会
計
の
基

盤
安
定
を
図
る
た
め
、
本
年
６
月
か
ら
の

改
定
を
行
う
と
い
う
こ
と
を
受
益
者
各
位

に
十
分
な
説
明
と
ご
理
解
ご
協
力
の
お
知

ら
せ
を
す
る
よ
う
お
願
い
す
る
。
ま
た
、

早
期
に
市
街
化
調
整
区
域
に
も
目
を
向
け

て
貰
い
た
い
。

（
狭
山
台
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
）

狭
山
台
工
業
団
地
は
高
台
で
も
あ
り
、

環
境
も
整
い
よ
く
整
備
が
さ
れ
て
い
る
。

狭
山
台
地
区
の
新
市
街
地
整
備
を
目
的
と

し
た
本
事
業
は
、
平
成
５
年
６
月
に
事
業

認
可
を
う
け
て
以
来
、
建
物
移
転
、
街
路

築
造
工
事
等
を
行
い
、
企
業
進
出
や
住
宅

建
設
も
順
調
に
進
展
し
て
い
る
こ
と
は
非

常
に
良
い
こ
と
で
あ
る
。
財
政
状
況
は
厳

し
い
と
思
う
が
積
極
的
に
早
い
完
成
を
目

指
す
よ
う
要
望
し
て
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

議会を
傍聴しましょう

議会は住民の、
住民による、

住民のためのものです。
次回の定例会は

6月に開かれる予定です。
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人
事
案
件

村野志朗氏
入間市東町一丁目９番14号

全員一致で同意

教育委員会委員
議会は、定例又は臨時に、一定期間開かれます。
定例会は、毎年4回、3月・6月・9月・12月に

開きますが、このほか必要があるときは臨時会が
開かれます。
会期中には、本会議や委員会が開かれます。
本会議は、全議員が出席して、議会の最終意思

を決定する会議です。
委員会は、本会議で決定する前に、いくつかの

部門にわかれて専門的に審査する会議です。

※現在、設置されていません。過去に行財政改革、基地対策、交通対策、環境対策などの設置例があります。

すすめています！�

いるまの�
議会改革�

　入間市議会では、「より開かれた議会」、「充実した議論をする
議会」へと、議会改革の取り組みを進めています。�
　今回、地方自治法の改正が行われたことを踏まえて、入間市議会
でも議会運営の見直しを決定しましたので、その概要をご紹介しま
す。�

委員会審議を充実させます！�1
　入間市の市議会議員は、全員が３つある常任委員会のうち、どれか一つの常任委員会に
所属することになっています。�
　これまで常任委員会での議案審議は、３つの常任委員会とも同一日程、時間帯で行われ
てきました。�
　今回の見直しにより、総務、都市経済、福祉教育の各常任委員会の議案審議を、別々
の日に行うこととしました。�
　あわせて、委員外議員制度の活用を行い、一定の制限はありますが、それぞれの委員会
に所属していない議員も、他の委員会に出席し議案に対する質疑ができるようにしまし
た。これらの取り組みにより、各議員がより幅広く審議に参加できるようになります。�

請願の取り扱いを充実します！�2
　市民の皆さんの権利として、市議会に対して請願を行うことができます。�
　今回、市議会で採択した請願について、市行政でどのように処理されたかを、定期的に
チェックすることとしました。請願採択後の翌定例会において、「行政報告」の形で市長
より報告を受けることとし、さらに毎年６月の定例会において、過去に採択された請願へ
の対応について、経過報告を受けることとし、定期的な公表の機会を確保しました。�

委員会から議案を提案します！�3
　条例案など議案の提案権は、これまで市長と議員（入間市議会では２名以上）にあり、
組織としての委員会にはありませんでした。�
　今回、地方自治法の改正により、党派、会派を超えて解決すべき課題があった場合など
に、常任委員会、特別委員会※、議会運営委員会が、委員会での調査、審議、採決を経
て、必要な議案を本会議へ提案することができるようになりました。�

以上、ご紹介いたしました取り組みは、いずれも今年４月から実施されます。�
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定
例
会
最
終
日
（
３
月
20
日
）
に
鹿
倉

貞
二
議
長
か
ら
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
た
た

め
、
議
長
選
挙
を
行
い
、
新
た
に
近
藤
常

雄
氏
が
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

閉
会
中
の
２
月
14
日
に
宮
岡
治
郎
副
議

長
か
ら
辞
表
が
提
出
さ
れ
た
た
め
、
定
例

会
開
会
日
（
２
月
28
日
）
に
副
議
長
選
挙

を
行
い
、
新
た
に
駒
井
勲
氏
が
副
議
長
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
常
任
委
員
等
の
選
出
を
行
い
、

さ
ら
に
議
会
選
出
監
査
委
員
の
選
任
議
案

に
同
意
し
ま
し
た
。

議
会
人
事

議
長
に近

藤
常
雄
氏

副
議
長
に

駒
井
　
勲
氏

を
選
出

議長
近藤常雄氏

就
任
の
あ
い
さ
つ副議長

駒井　勲氏

三
月
定
例
会
に
お
い
て
、
議
長
な
ら
び

に
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
15
万

市
民
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
誠
心
誠

意
努
力
し
、
責
務
を
果
し
て
ま
い
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。
地
方
分
権
の
時
代
を
迎

え
、
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
大
き

な
変
革
期
に
入
っ
て
い
ま
す
。
入
間
市
議

会
と
し
て
も
、
直
面
す
る
課
題
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
市
民
が
安
全
で
、
安
心
し

た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
今
後
も
市
民
の
立
場
に
立
っ
て
開

か
れ
た
議
会
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。監

査
委
員
に

鹿
倉
貞
二
氏

埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
議
会
議
員

友
山
　
信
夫

入
間
西
部
衛
生
組
合
議
会
議
員

吉
澤
か
つ
ら
　
　
堤
　
　
利
夫

金
子
　
俊
雄
　
　
上
原
　
正
明

塩
屋
　
和
雄
　
　
鹿
倉
　
貞
二

瑞
穂
斎
場
組
合
議
会
議
員

駒
井
　
　
勲
　
　
平
山
　
五
郎

宮
岡
　
幸
江

総
務
常
任
委
員
会

◎
田
中
　
智
義
　
○
山
本
　
秀
和

山
下
　
修
子
　
　
金
子
　
健
一

齋
藤
　
國
男
　
　
駒
井
　
　
勲

堤
　
　
利
夫
　
　
近
藤
　
常
雄

都
市
経
済
常
任
委
員
会

◎
平
山
　
五
郎
　
○
金
澤
　
秀
信

石
田
　
芳
夫
　
　
宮
岡
　
治
郎

野
口
　
哲
次
　
　
金
子
　
俊
雄

友
山
　
信
夫
　
　
齋
藤
　
武
久

福
祉
教
育
常
任
委
員
会

◎
宮
岡
　
幸
江
　
○
忽
滑
谷
陽
子

安
道
　
佳
子
　
　
吉
澤
か
つ
ら

永
澤
美
恵
子
　
　
上
原
　
正
明

塩
屋
　
和
雄
　
　
鹿
倉
　
貞
二

議
会
運
営
委
員
会

◎
金
子
　
俊
雄
　
○
金
澤
　
秀
信

安
道
　
佳
子
　
　
石
田
　
芳
夫

山
本
　
秀
和
　
　
忽
滑
谷
陽
子

田
中
　
智
義
　
　
鹿
倉
　
貞
二

友
山
　
信
夫

議
会
広
報
委
員
会

◎
永
澤
美
恵
子
　
○
忽
滑
谷
陽
子

山
下
　
修
子
　
　
金
子
　
健
一

金
澤
　
秀
信
　
　
山
本
　
秀
和

野
口
　
哲
次
　
　
駒
井
　
　
勲

宮
岡
　
幸
江

市
議
会
図
書
室
運
営
委
員
会

◎
野
口
　
哲
次
　
○
宮
岡
　
治
郎

吉
澤
か
つ
ら
　
　
永
澤
美
恵
子

駒
井
　
　
勲
　
　
鹿
倉
　
貞
二

議
会
防
災
検
討
委
員
会

安
道
　
佳
子
　
　
金
澤
　
秀
信

野
口
　
哲
次
　
　
齋
藤
　
國
男

平
山
　
五
郎
　
　
金
子
　
俊
雄

農
業
委
員
会
委
員

金
子
　
健
一
　
　
金
澤
　
秀
信

野
口
　
哲
次
　
　
齋
藤
　
武
久

◎
は
委
員
長
　
○
は
副
委
員
長
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定
率
減
税
廃
止
と
税
源
移
譲
に

よ
り
市
民
税
は
ど
う
な
る
の
か
。
年
収
700

万
円
の
標
準
世
帯
は
18
万
3
千
円
か
ら
29

万
3
千
500
円
、
161
％
に
。
200
万
円
の
年
金

単
身
生
活
者
は
、
平
成
17
年
度
ゼ
ロ
、
18

年
度
6
千
133
円
、
19
年
度
2
万
4
千
866
円

に
な
る
。
負
担
が
重
過
ぎ
な
い
か
。

そ
の
よ
う
に
な
る
が
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
に
理
解
を
得
る
た
め
説
明
す
る
。

所
得
が
皆
無
と
な
り
生
活
が
著

し
く
困
難
な
者
、
そ
れ
に
準
ず
る
者
な
ど

の
市
民
税
減
免
制
度
が
あ
る
が
知
ら
れ
て

い
な
い
の
で
周
知
す
べ
き
だ
。
扶
養
3
人

で
341
万
円
ま
で
免
除
し
て
い
る
川
崎
市
の

減
免
制
度
を
検
討
す
べ
き
だ
。

生
活
困
窮
に
は
減
免
対
策
を
講

じ
る
。
制
度
紹
介
の
中
で
周
知
す
る
。

夫
婦
と
子
ど
も
一
人
で
年
収
305

万
円
が
日
本
の
貧
困
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
2

位
の
貧
困
率
だ
。
市
の
状
況
を
調
査
し
今

後
の
社
会
保
障
政
策
に
生
か
す
べ
き
だ
。

国
際
的
な
判
定
で
算
出
が
難
し

い
。
個
々
の
ケ
ー
ス
で
対
策
を
し
て
い
く
。

区
画
整
理
内
の
中
央
公
園
を
通

勤
者
と
藤
沢
地
区
の
た
め
避
難
所
指
定
を
。

避
難
所
指
定
の
方
向
で
努
力
。

今
年
の
成
人
式
で
粗
品
を
受
け

取
れ
な
い
事
態
が
生
じ
、
市
報
な
ど
で
市

民
に
お
詫
び
さ
え
も
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

280
人
の
成
人
者
に
配
布
で
き

ず
、
不
適
切
な
対
応
で
あ
り
お
詫
び
す
る
。

民
間
の
法
人
が
武
道
館
を
稽
古

場
と
し
て
利
用
し
て
い
る
が
、
民
間
の
ス

ポ
ー
ツ
教
室
的
利
用
を
許
可
す
る
の
か
。

会
員
募
集
は
営
利
企
業
の
誤
解

を
招
く
。
内
容
を
精
査
・
吟
味
す
る
。

一
般
質
問�
Q uestion

nswerA
3
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
質
問
者

15
名
に
よ
り
3
月
12
・
13
・
14
日
の

3
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
質
問
・
答
弁
内
容
は
、
質
問
者
本
人
が

要
約
し
た
も
の
で
す
。

定
率
減
税
廃
止
で
重
す
ぎ
る
税
に
悲
鳴

Question 1

石
田
芳
夫
議
員

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
と
道
路
行
政

Question 2

齋
藤
國
男
議
員

全
体
の
概
要
と
進
捗
状
況
、
入

間
市
と
し
て
の
経
済
効
果
は
あ
る
か
。

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
―
ル
が
で
き

る
こ
と
で
入
間
市
の
名
が
売
れ
る
と
思
う
。

市
に
入
る
税
金
は
。
ま
た
、
市

民
が
受
け
る
恩
恵
は
ど
う
か
。

土
地
建
物
の
固
定
資
産
税

等
、
そ
の
他
の
収
入
が
見
込
め
る
。

市
内
外
の
雇
用
、
市
民
の
雇
用

は
あ
る
か
。
そ
れ
に
お
い
て
市
民
生
活
の

向
上
は
望
め
る
か
。

店
舗
数
、
店
舗
の
規

模
等
、
完
成
後
で
な
い
と
、
今
は
な
ん
と

も
い
え
な
い
。

狭
山
台
工
業
団
地
に
与
え
る
経

済
の
影
響
と
効
果
は
。
流
通
基
地
と
し
て

発
展
性
を
期
待
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

横
浜
港
よ
り
直
接
現

地
に
配
送
さ
れ
る
の
で
発
展
性
は
薄
い
。

交
通
渋
滞
他
の
環
境
対
策
は
。

現
場
を
見
て
対
応
。

旧
分
譲
地
内
市
道
の
改
修
工
事

と
計
画
に
対
す
る
近
隣
住
民
の
説
明
は
。

小
さ
な
補
修
工
事
は
順
次
工

事
に
入
り
、
車
の
出
入
等
、
支
障
を
き
た

す
と
き
は
事
前
に
説
明
を
し
て
い
る
。

市
道
の
側
溝
が
大
小
ま
ち
ま
ち

で
あ
る
が
基
準
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
市

道
と
民
地
と
の
境
界
確
定
方
法
は
。

側
溝
の
基
準
は
あ
る
。
４
Ｍ

未
満
の
市
道
の
確
定
は
中
心
よ
り
２
Ｍ
後

退
し
た
地
点
が
民
地
と
の
境
界
。

側
溝
の
蓋
の
所
有
、
権
利
は
。

個
人
で
買
っ
た
蓋
は
個
人
の

も
の
、
市
に
譲
渡
し
た
蓋
は
市
の
所
有
。

市
所
有
の
蓋
の
損
壊
は
市
の
負
担
。

武道館

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

環
境
経
済
部
長

環
境
経
済
部
長

環
境
経
済
部
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

総
務
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

教
育
長

教
育
長

4M未満の狭小道路と蓋のない側溝
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公
共
交
通
計
画
の
立
案
、
開
票
迅
速
化

Question 4

山
本
秀
和
議
員

厳
し
い
財
政
状
況
の
下
、
行
政

改
革
長
期
プ
ラ
ン
が
決
ま
り
、
そ
れ
に
も

と
づ
く
実
行
計
画
が
作
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
中
、
公
共
施
設
の
見
な
お
し
は

何
が
で
き
る
か
と
い
う
視
点
で
は
な
く
、

市
の
総
合
的
な
施
策
の
中
で
、
削
れ
る
サ

ー
ビ
ス
を
削
る
と
い
う
厳
し
い
姿
勢
で
な

い
と
行
革
は
う
ま
く
い
か
な
い
と
思
う
が
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
下
で
は
、

公
共
施
設
も
節
減
で
き
る
と
こ
ろ
は
節
減

し
な
い
と
い
け
な
い
。
し
か
し
、
個
々
の

施
設
で
の
今
ま
で
の
市
民
の
利
用
状
況
も

考
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

障
害
を
持
つ
子
の
能
力
を
育
て

自
立
に
向
か
っ
て
育
成
す
る
福
祉
施
設
で

は
、
そ
の
効
果
を
発
揮
す
る
た
め
に
親
子

で
の
通
園
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、

就
学
を
前
に
し
た
年
長
者
の
集
団
生
活
や

親
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
緊
急
な
事
情
の
対

応
な
ど
の
た
め
に
、
多
く
の
施
設
で
子
ど

も
だ
け
の
通
園
や
預
か
り
を
行
っ
て
い
る
。

入
間
市
で
の
障
害
児
の
療
育
施
設
で
あ

る
元
気
キ
ッ
ズ
で
は
、
こ
の
母
子
分
離
を

実
施
し
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
。

現
在
、
母
子
分
離
を
一
部
試
験

的
に
実
施
し
て
い
る
。
他
の
自
治
体
で
行

っ
て
い
る
よ
う
な
母
子
分
離
は
、
安
全
上

の
問
題
か
ら
今
の
体
制
で
は
実
行
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。
今
後
、
母
子
分
離
に

つ
い
て
、
予
算
を
含
め
検
討
し
て
い
く
。

看
護
師
を
増
や
す
な
ど
の
体
制

の
充
実
を
検
討
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

よ
ろ
し
い
の
か
。

厳
し
い
財
政
の
下
、
予
算
を
つ

け
る
と
断
言
で
き
な
い
が
、
他
の
福
祉
施

策
と
比
較
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

行
革
に
お
い
て
の
公
共
施
設
の
見
直
し

Question 3

野
口
哲
次
議
員

入
間
市
に
お
け
る
公
共
交
通
計

画
を
立
案
す
る
必
要
性
の
認
識
は
。

市
の
地
勢
条
件
な
ど
か
ら
、
バ

ス
を
中
心
に
公
共
交
通
の
ニ
ー
ズ
が
高
い

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
目
的
を
持
っ
て

議
論
を
深
め
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
議

論
の
場
の
設
定
と
、
庁
内
体
制
の
検
討
を

進
め
、
平
成
20
年
度
前
半
ま
で
に
公
共
交

通
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
ま
と
め
た
い
。

公
共
交
通
体
系
に
お
け
る
「
て

ぃ
ー
ろ
ー
ど
」
の
位
置
づ
け
、
他
の
交
通

手
段
と
の
「
す
み
わ
け
」
は
。

「
て
ぃ
ー
ろ
ー
ど
」
開
設
の
際

に
も
、
既
存
民
営
路
線
と
の
「
す
み
わ
け
」

に
、
苦
慮
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
現
在

の
車
両
が
排
気
ガ
ス
規
制
の
た
め
平
成
21

年
６
月
ま
で
の
運
行
で
あ
り
、
車
両
入
れ

替
え
を
見
据
え
、
事
業
者
の
意
向
も
確
か

め
つ
つ
、
庁
内
に
問
題
点
の
精
査
、
検
討

の
場
を
設
け
た
い
。

計
画
作
り
の
体
制
、
市
民
と
の

協
働
の
あ
り
方
は
。

市
民
の
期
待
の
大
き
さ
や
ニ
ー

ズ
の
多
様
性
と
、
事
業
の
採
算
性
と
の
間

で
、
整
合
性
を
図
る
こ
と
が
必
要
。
あ
る

程
度
対
象
を
絞
り
込
み
な
が
ら
、
可
能
な

限
り
広
く
意
見
聴
取
を
行
い
た
い
。

開
票
迅
速
化
へ
の
取
り
組
み
は
。

正
確
、
迅

速
を
旨
に
310
人
体
制
で
実
施
。
一
昨
年
の

衆
院
選
で
は
、
県
内
最
速
で
終
了
し
た
。

事
前
説
明
会
の
実
施
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

使
用
、
作
業
台
の
か
さ
上
げ
等
、
作
業
の

迅
速
化
に
努
め
て
い
る
。
今
年
の
県
議
選

か
ら
は
350
名
体
制
と
し
、
人
材
派
遣
の
利

用
も
含
め
、
更
な
る
迅
速
化
に
努
め
た
い
。

質
問

質
問

質
問

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

市
長

市
長

市
長

質
問

質
問

市
長

市
長

質
問

質
問

市
長

入間市駅前のバスターミナル。市内公共交通の充実が望まれる。
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社
会
保
険
庁
が
解
体
と
な
る
。

ペ
ア
ー
レ
入
間
の
現
状
と
今
後
の
考
え
は
。

総
合
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
設
置

に
伴
い
、
地
元
対
策
と
し
て
余
熱
利
用
施

設
等
を
設
置
す
る
約
束
を
し
た
。
そ
の
後

社
会
保
険
庁
に
よ
る
建
設
要
望
と
合
致
し
、

こ
の
施
設
が
建
設
さ
れ
今
年
で
10
年
が
経

っ
た
。
利
用
者
は
各
講
座
、
プ
ー
ル
、
お

風
呂
で
年
間
約
15
万
６
千
人
で
内
６
割
の

方
が
入
間
市
民
で
あ
る
。
社
会
保
険
庁
の

解
体
に
よ
り
こ
の
施
設
が
整
理
機
構
の
管

理
と
な
る
。
整
理
機
構
と
し
て
は
基
本
的

に
は
処
分
を
し
た
い
。
今
後
は
指
定
管
理

者
制
度
も
含
め
、
設
置
目
的
も
併
せ
可
能

な
限
り
譲
り
受
け
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て
。

少
子
化
に
対
し
今
後
の
部
活
動
の
方
向
は
。

全
国
的
に
生
徒
数
が
減
っ
て
い

る
。
部
活
動
は
転
換
期
に
あ
り
、
教
育
委

員
会
と
し
て
平
成
16
年
に
部
活
動
の
推
進

に
関
す
る
基
本
方
針
を
策
定
し
た
。
魅
力

あ
る
部
活
動
に
し
、
生
徒
数
が
減
少
し
て

も
合
同
で
部
活
動
が
で
き
る
。
中
学
校
で

は
部
活
動
は
大
変
に
重
要
で
あ
る
。

携
帯
電
話
か
ら
119
番
発
信
位
置

情
報
シ
ス
テ
ム
導
入
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

消
防
広
域
化
、
消
防
救
急
無
線

の
デ
ジ
タ
ル
化
の
方
針
が
決
定
を
し
た
ら
、

119
番
発
信
位
置
情
報
シ
ス
テ
ム
は
受
信
体

制
の
充
実
の
た
め
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

権
現
坂
線
の
整
備
見
通
し
は
。

西
側
法
面
の
り
め
ん

の
一
部
に
崩
落
の

危
険
を
感
じ
る
。
平
成
19
年
測
量
、
平
成
20

年
用
地
買
収
、
平
成
21
年
工
事
。
内
容
は

芝
法
面
工
事
で
出
来
る
限
り
早
く
し
た
い
。

予
算
は
所
管
と
調
整
す
る
。

ペ
ア
ー
レ
入
間
の
存
続
、
部
活
動
は

Question 5

金
子
俊
雄
議
員

格
差
拡
大
が
社
会
問
題
に
な
り

生
活
保
護
の
充
実
が
課
題
に
な
る
な
か
、

国
は
老
齢
加
算
を
廃
止
。
母
子
加
算
も
廃

止
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
影
響
は
。

民
主
主
義
が
国
是
の
国
に
格
差

は
や
む
を
得
な
い
。
保
護
を
受
け
て
い
な

い
世
帯
と
の
公
平
性
を
確
保
す
べ
き
で
、

加
算
廃
止
に
よ
る
影
響
は
な
い
。

保
護
費
は
最
低
生
活
費
。
公
平

性
を
理
由
に
、
そ
れ
以
下
に
合
わ
せ
る
の

は
逆
だ
。
低
い
方
を
引
上
げ
る
べ
き
で
は
。

ど
こ
に
水
準
を
合
わ
せ
る
か
は

時
代
に
よ
っ
て
変
わ
る
。
支
援
策
も
あ
る
。

保
護
受
給
者
の
車
所
有
は
認
め

ら
れ
て
い
な
い
が
、
障
が
い
児
（
者
）
の

通
院
な
ど
は
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

一
定
の
条
件
を
満
た
す
も
の
に

限
ら
れ
る
。
市
単
独
で
は
で
き
な
い
。

ダ
ウ
ン
症
と
心
臓
疾
患
の
乳
児

を
持
つ
母
親
が
い
る
。
２
つ
の
病
院
へ
の

通
院
に
車
は
不
可
欠
。
市
に
保
護
の
相
談

を
し
て
も
認
め
て
も
ら
え
な
い
。
な
ぜ
か
。

理
由
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
母
親
が
、
ど
う
し
て
も
車

を
必
要
と
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
か
。

か
な
り
切
迫
し
て
い
る
と
思
う
。

国
は
「
自
動
車
以
外
の
方
法
で

の
通
院
は
困
難
」
な
ど
、
５
つ
の
要
件
を

満
た
せ
ば
認
め
て
差
し
支
え
な
い
と
し
て

い
る
。
ま
た
該
当
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ

て
も
、
特
段
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
相
談

し
ろ
と
言
っ
て
い
る
。
国
・
県
と
相
談
は
。

個
々
の
事
情
で
相
談
し
て
い
る
。

相
談
の
場
で
は
「
本
当
は
保
護

を
出
し
た
く
な
い
の
だ
」
と
言
わ
れ
た
が
。

対
応
の
あ
り
方
を
調
査
す
る
。

生
活
保
護
行
政
の
改
善
を
求
め
る

Question 6

金
子
健
一
議
員

ペアーレ入間

質
問

市
長

企
画
部
長

建
設
部
長

教
育
長

消
防
長

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

市
長

市
長

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長
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社
会
問
題
と
な
っ
た
柳
沢
厚
生

労
働
相
の
「
女
性
は
子
ど
も
を
産
む
機
械
」

発
言
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

人
間
の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
発
言

で
、
反
省
し
て
も
ら
い
た
い
。

経
済
的
に
厳
し
い
育
児
世
代
へ

の
支
援
策
と
し
て
、
乳
幼
児
医
療
費
無
料

化
の
年
齢
拡
大
を
す
す
め
る
べ
き
で
は
。

入
間
市
と
し
て
も
前
進
さ
せ
て

い
く
考
え
は
あ
る
。

乳
幼
児
医
療
費
の
窓
口
で
の
立

て
替
え
払
い
は
、
飯
能
市
、
日
高
市
で
既

に
廃
止
さ
れ
て
お
り
、
今
年
か
ら
所
沢
市

も
廃
止
さ
れ
る
。
入
間
も
近
隣
に
な
ら
い

窓
口
払
い
を
な
く
す
べ
き
で
は
。

医
療
費
の
動
向
を
見
な
が
ら
検

討
し
た
い
。
前
向
き
に
考
え
て
い
る
が
、

も
う
少
し
時
間
が
ほ
し
い
。

小
児
の
二
次
救
急
医
療
体
制

は
、
所
沢
地
区
（
所
沢
・
入
間
・
狭
山
）

で
輪
番
制
だ
が
、
医
師
不
足
の
た
め
、
輪

番
に
空
き
が
生
じ
て
い
る
。
将
来
的
に
所

沢
地
区
で
小
児
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど

つ
く
る
検
討
を
す
べ
き
で
は
。

必
要
性
は
感
じ
て
い
る
。
県
に

も
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。
今
後
、
所
沢

市
、
狭
山
市
と
協
議
を
し
な
が
ら
す
す
め

て
い
き
た
い
。

い
じ
め
や
不
登
校
を
な
く
す
た

め
に
も
少
人
数
学
級
に
す
べ
き
で
は
。
ま

た
、
全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
は
学
校
に
差

別
と
選
別
を
も
ち
こ
む
も
の
で
は
。

少
人
数
学
級
に
つ
い
て
は
県
に

要
望
し
て
い
く
。
一
斉
学
力
テ
ス
ト
は
４

月
に
小
学
６
年
と
中
学
３
年
の
全
児
童
・

生
徒
を
対
象
に
実
施
す
る
予
定
。

子
育
て
支
援
・
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を

Question 7

安
道
佳
子
議
員

平
成
18
年
に
指
定
管
理
者
制
度

が
始
ま
っ
て
、
１
年
と
な
る
。
制
度
の
目

的
は
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
、
よ

り
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
対
応
す
る
た
め

公
の
施
設
の
管
理
に
民
間
の
力
を
活
用
し

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と
共
に
、

経
費
の
削
減
を
図
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
選

定
方
法
に
は
、
外
郭
団
体
を
と
も
か
く
守

る
た
め
の
消
極
的
・
場
当
た
り
的
対
応
と
、

当
面
外
郭
団
体
を
指
定
す
る
も
の
の
、
あ

く
ま
で
も
改
革
の
猶
予
期
間
と
位
置
付
け
、

順
次
公
募
に
切
り
替
え
て
い
く
ソ
フ
ト
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
的
対
応
が
考
え
ら
れ
る
。
随

意
で
指
定
し
た
公
の
施
設
の
今
後
は
。

状
況
を
良
く
参
考
に
し
な
が
ら

公
募
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

唯
一
の
公
募
で
選
定
し
た
施
設

の
サ
ー
ビ
ス
評
価
は
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
し
て
い
な
い
。

公
の
施
設
の
設
置
者
と
し
て
、

入
間
市
の
指
定
管
理
者
制
度
の
今
後
は
。

入
間
の
施
設
は
小
さ
い
の
で
民

間
企
業
が
ど
れ
だ
け
魅
力
を
感
じ
応
募
し

て
く
る
か
疑
問
。
官
か
ら
民
へ
の
原
則
は

分
か
る
が
、
多
少
疑
問
を
持
つ
部
分
も
あ

る
。
十
分
検
討
と
議
論
を
し
て
い
き
た
い
。

地
区
公
民
館
13
館
の
ト
イ
レ
に

つ
い
て
調
査
を
し
た
。
①
各
館
で
子
育
て

支
援
事
業
を
し
て
い
な
が
ら
オ
ム
ツ
替
え

ベ
ッ
ド
が
３
館
し
か
な
い
。
②
中
高
年
女

性
の
利
用
が
多
い
が
、
二
階
に
洋
式
ト
イ

レ
の
無
い
館
や
和
式
ト
イ
レ
に
手
す
り
の

無
い
館
が
多
数
あ
る
が
。①は

計
画
的
設
置
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
②
は
出
来
る
だ

け
早
く
手
す
り
を
設
置
し
て
い
き
た
い
。

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

Question 8

宮
岡
幸
江
議
員

子育て支援（親子リズム）のようす

質
問

質
問

質
問

質
問

生
涯
学
習
部
長

市
長

市
長

市
長

市
長

教
育
長

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

市
長

市
長

市
長

地区公民館（西武公民館）
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配
偶
者
特
別
控
除
や
老
年
者
控

除
の
廃
止
、
公
的
年
金
等
控
除
の
縮
小
、

定
率
減
税
の
半
減
・
廃
止
な
ど
所
得
税
や

住
民
税
の
増
税
が
相
次
い
で
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
増
税
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
行
政
施
策
に
も
影
響
し
、
雪
だ
る
ま

式
の
負
担
増
と
な
る
。
そ
の
影
響
は
。

住
民
税
が
非
課
税
世
帯
か
ら
課

税
世
帯
に
な
る
こ
と
で
、
高
齢
者
福
祉
課

や
障
害
福
祉
課
に
お
け
る
福
祉
手
当
や
サ

ー
ビ
ス
な
ど
の
給
付
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
。

保
育
料
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険

料
、
公
営
住
宅
家
賃
な
ど
も
増
税
に
連
動

し
て
負
担
増
と
な
る
場
合
が
あ
る
。

収
入
は
か
わ
ら
な
い
の
に
負
担

増
と
な
る
。
市
民
負
担
を
増
や
さ
ぬ
よ
う

基
準
の
見
直
し
や
軽
減
措
置
の
拡
大
を
。

法
が
定
め
る
も
の
は
法
に
従
う

し
か
な
い
。
市
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
は
財
政
状
況
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

低
所
得
者
に
火
災
警
報
器
設
置

工
事
の
助
成
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

近
隣
市
の
状
況
を
み
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

県
の
高
校
再
編
計
画
に
よ
っ
て

豊
岡
高
校
の
定
時
制
が
な
く
な
ろ
う
と
し

て
い
る
。
定
時
制
に
は
、
不
登
校
だ
っ
た

生
徒
や
経
済
的
事
情
で
全
日
制
を
中
退
し

た
生
徒
が
困
難
を
乗
り
越
え
通
っ
て
い
る
。

市
内
唯
一
の
定
時
制
で
あ
り
、
こ
こ
数
年

で
入
学
者
が
増
え
て
い
る
。
市
内
高
校
進

学
者
に
与
え
る
影
響
も
大
き
い
。
県
に
対

し
、
存
続
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

廃
校
に
つ
い
て
、
高
校
か
ら
反

対
の
声
は
聞
い
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
つ

も
り
は
な
い
。

大
増
税
の
影
響
、
豊
高
定
時
制
存
続
を

Question 9

吉
澤
か
つ
ら
議
員

整
っ
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

建
築
制
限
を
厳
し
く
し
た
場
合
と
、
緩
や

か
に
し
た
場
合
の
効
果
を
、
入
間
市
の
現

状
に
照
ら
し
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

入
間
市
の
形
成
過
程
を
考
え
る

な
ら
ば
、
現
行
の
法
規
で
出
来
得
る
限
り

の
ま
ち
づ
く
り
を
、
進
め
ざ
る
を
得
な
い
。

年
々
負
担
が
増
大
す
る
、
道
路

維
持
補
修
費
用
を
考
慮
す
れ
ば
、
従
来
の

都
市
計
画
道
路
以
外
の
道
路
新
設
に
関
し

て
は
、
慎
重
で
あ
る
べ
き
と
思
う
が
。

既
存
の
道
路
で
も
、
市
民
要

望
に
十
分
に
は
応
え
ら
れ
て
い
な
い
状
況

で
あ
る
。
現
在
新
設
道
路
は
、「
上
藤
沢
・

林
・
宮
寺
道
路
」
一
本
だ
け
で
あ
り
、
道

路
築
造
は
慎
重
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

今
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
、
博
物

館
特
別
展
『
入
間
市
を
創
っ
た
人
た
ち
』

に
つ
い
て
、
①
事
業
の
目
的
や
概
要
は
。

②
人
選
に
つ
い
て
目
安
は
あ
る
の
か
。
③

粕
谷
義
三
は
、
義
務
教
育
で
学
習
す
る
、

「
普
通
選
挙
法
」
と
「
治
安
維
持
法
」
の
、

成
立
当
時
の
衆
議
院
議
長
と
し
て
、
展
示

す
る
の
が
妥
当
と
思
う
。
ま
た
、
繁
田
武

平
は
、
入
間
市
地
域
の
生
涯
学
習
を
実
践

し
、
他
人
の
「
言
論
の
自
由
」
も
尊
重
し

て
い
る
。
そ
の
健
全
な
常
識
感
覚
を
再
評

価
し
て
、
展
示
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

①
地
域
へ
の
理
解
を
深
め
、
ま

ち
づ
く
り
の
機
会
を
、
先
人
か
ら
学
ぶ
。

期
間
は
10
月
か
ら
11
月
。
②
第
一
部
は
、

今
日
の
入
間
を
築
い
た
人
々
、
第
二
部
は
、

入
間
の
先
人
達
、
の
構
成
で
業
績
を
紹
介
。

③
人
物
の
評
価
は
、
時
代
の
経
過
に
よ
っ

て
変
わ
る
。
経
歴
・
業
績
な
ど
に
つ
い
て
、

出
来
る
だ
け
客
観
的
に
紹
介
し
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
・
道
路
・
博
物
館
特
別
展

Question 10

宮
岡
治
郎
議
員

元豊岡町町長の繁田武平氏、元衆議院議長の粕谷義三氏

質
問

質
問

市
長

市
長

建
設
部
長

教
育
長

質
問

質
問

市
長

市
長

質
問

質
問

市
長

質
問
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水
道
事
業
関
連
工
事
費
の
各
落

札
率
は
、
①
一
般
競
争
入
札
の
平
成
16
年

鍵
山
浄
水
場
建
築
本
体
工
事
、
②
指
名
競

争
入
札
の
配
水
管
布
設
及
び
布
設
替
え
工

事
の
平
成
17
年
度
分
。①

73
・
２
％
、
②

96
･
88
％
。談

合
を
防
止
し
公
共
工
事
費
削

減
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
①
一
般
競
争
入

札
の
対
象
価
格
に
対
す
る
検
討
状
況
は
、

②
平
成
18
年
度
の
事
業
の
う
ち
一
般
競
争

２
件
の
落
札
率
、
③
指
名
競
争
の
工
事
80

件
の
落
札
率
、
④
随
意
契
約
の
８
件
の
落

札
率
。

①
対
象
額
を
引
下
げ
る
、
②

85
・
99
％
、
③
96
・
18
％
、
④
99
・
69
％
。

談
合
防
止
の
為
、
損
害
賠
償
請

求
可
能
な
契
約
約
款
を
追
加
す
べ
き
。

新
年
度
か
ら
実
施
し
た
い
。

指
名
入
札
に
お
け
る
業
者
の
事

前
公
表
を
事
後
公
表
に
転
換
す
べ
き
。

新
年
度
よ
り
水
道
も
含
む
市
の

発
注
工
事
を
事
後
公
表
に
切
換
え
る
。

真
の
地
元
業
者
保
護
育
成
の
為

に
、
大
規
模
小
売
店
の
進
出
な
ど
に
あ
た

り
市
か
ら
地
元
企
業
優
先
の
要
請
や
、
車

両
等
設
備
や
Ｉ
Ｔ
関
連
設
備
投
資
に
対
す

る
減
税
措
置
な
ど
前
向
き
の
支
援
を
。

何
が
可
能
か
、
検
討
す
る
。

軽
度
介
護
で
希
望
者
に
限
り
、

低
価
格
介
護
用
電
動
ベ
ッ
ド
を
市
が
ま
と

め
て
購
入
し
、
無
償
で
貸
与
す
る
の
は
如

何
か
。
例
え
ば
６
万
円
の
ベ
ッ
ド
を
無
償

貸
与
す
れ
ば
市
の
負
担
額
は
年
間
一
人
当

た
り
４
万
８
千
円
削
減
で
き
る
こ
と
に
な

り
、利
用
者
も
共
に
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
。

今
後
、
検
討
・
研
究
す
る
。

公
共
工
事
の
談
合
防
止
に
つ
い
て

Question 11

金
沢
秀
信
議
員

①
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
今
後
の
普
及
計

画
、②
職
員
の
救
命
講
習
の
実
施
予
定
は
。

①
平
成
19
年
10
月
よ
り
５
か
年

計
画
で
、
市
内
85
か
所
の
全
公
共
施
設
に

設
置
予
定
、
②
全
職
員
を
対
象
に
講
習
を

実
施
・
計
画
し
て
い
る
。
今
後
児
童
生
徒

へ
の
講
習
も
考
え
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

市
内
保
育
所
の
障
が
い
児
の
受

け
入
れ
状
況
は
。

民
間
も
併
せ
て
35
人
が
入
所
。

障
が
い
児
が
入
所
で
き
る
ま
で

の
保
護
者
の
苦
労
を
緩
和
す
る
為
、
市
立

の
あ
ず
ま
幼
稚
園
を
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

し
、
障
が
い
を
持
つ
子
も
持
た
な
い
子
も

共
に
生
活
す
る
統
合
保
育
の
モ
デ
ル
幼
稚

園
に
す
べ
き
で
は
。

老
朽
化
し
て
い
る
施
設
で
も
あ

り
、
建
て
直
し
の
段
階
で
検
討
す
る
。

市
街
化
調
整
区
域
内
資
材
置
場

の
開
発
・
稼
動
状
況
の
認
識
は
ど
う
か
。

周
辺
環
境
に
迷
惑
を
掛
け
る
一

部
の
無
秩
序
な
業
者
が
い
る
こ
と
は
承

知
。
開
発
に
は
農
業
委
員
会
事
務
局
が
可

能
な
限
り
指
導
し
て
い
る
。

近
隣
住
民
の
生
活
を
守
る
た
め

に
、
今
後
の
開
発
行
為
の
受
理
に
つ
い
て

は
慎
重
を
期
し
、
特
に
庁
舎
内
の
情
報
交

換
が
不
可
欠
で
あ
る
と
思
う
が
。

環
境
課
と
の
情
報
交
換
・
現
地

調
査
等
に
つ
い
て
徹
底
す
る
。

資
材
置
き
場
の
開
発
・
使
用
に

つ
い
て
適
切
な
指
導
が
で
き
る
よ
う
、
条

例
や
要
綱
を
制
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

現
段
階
で
は
難
し
い
が
、
今
後

深
く
掘
り
下
げ
て
制
定
で
き
る
か
ど
う
か

検
討
す
る
。

調
整
区
域
内
の
資
財
置
き
場
対
策
を

Question 12

永
澤
美
恵
子
議
員

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

水
道
事
業
管
理
者

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市立あずま幼稚園

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長



16

平
和
自
治
体
の
形
成
を
求
め
る

根
拠
は
憲
法
の
前
文
に
示
さ
れ
て
い
る
平

和
的
生
存
権
と
非
核
三
原
則
、
地
方
自
治

法
で
あ
る
が
、
平
和
都
市
宣
言
か
ら
す
で

に
10
年
を
経
過
し
た
。
総
括
の
と
き
で
あ

る
。
宣
言
実
施
前
と
後
の
違
い
や
戦
争
の

加
害
と
被
害
、
核
に
つ
い
て
の
認
識
は
地

域
社
会
で
深
ま
っ
た
の
か
。

見
え
る
形
で
は
む
す
か
し
い
が

５
つ
の
啓
発
事
業
を
行
い
、
平
和
バ
ス
ツ

ア
ー
な
ど
は
も
う
一
度
参
加
を
望
む
声
が

多
い
。
原
爆
資
料
展
も
継
続
し
て
き
た
。

で
は
事
業
内
容
の
再
検
討
で
行

先
を
東
京
湾
の
第
五
福
竜
丸
や
松
代
の
地

下
軍
事
施
設
な
ど
も
含
む
と
し
、
参
加
者

と
の
協
働
に
よ
る
企
画
検
討
と
し
て
は
。

担
当
と
協
議
し
そ
の
方
向
で
進

め
て
行
き
た
い
と
思
う
。

平
和
な
社
会
を
願
う
自
治
体
は

安
全
保
障
を
国
の
専
管
事
項
と
は
せ
ず
、

地
道
に
努
力
し
て
き
た
。
世
界
に
は
５
つ

の
非
核
兵
器
地
帯
が
誕
生
し
て
お
り
在
住

外
国
人
に
は
、
そ
の
地
帯
国
を
国
籍
と
す

る
人
も
い
る
の
で
市
も
東
北
ア
ジ
ア
の
非

核
兵
器
地
帯
の
成
立
を
視
野
に
入
れ
て
は

ど
う
か
。
日
米
安
保
は
市
長
の
想
定
外
に

再
定
義
さ
れ
て
い
る
の
が
現
実
だ
。

日
本
人
く
ら
い
国
防
意
識
の
低

い
民
族
は
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

「
非
核
」
を
傘
に
し
た
安
全
は

成
立
す
る
し
、
宇
宙
の
軍
事
化
や
ミ
サ
イ

ル
防
衛
計
画
・
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
配
備
に
は
、
住

民
側
か
ら
は
基
地
へ
の
申
し
入
れ
や
国
機

関
等
へ
の
請
願
も
提
出
さ
れ
た
。
戦
争
は

最
大
の
環
境
破
壊
だ
が
ど
う
思
う
か
？

事
態
は
国
の
決
定
に
よ
る
。

非
核
非
ミ
サ
イ
ル
に
よ
る
安
全
保
障
を

Question 13

山
下
修
子
議
員

区
画
整
理
事
業
の
進
展
に
伴
い

狭
山
台
工
業
団
地
は
、
現
在
110
社
の
企
業

が
進
出
し
、
多
く
の
雇
用
を
生
み
出
し
て

い
る
。
し
か
し
、
駅
か
ら
の
交
通
ア
ク
セ

ス
が
悪
く
、
各
企
業
で
は
従
業
員
送
迎
用

バ
ス
や
マ
イ
カ
ー
通
勤
で
対
応
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
駐
車
場
用
地
を
各
企
業
が
確
保

し
、
そ
の
面
積
は
６
万
１
千
427
㎡
、
工
業

系
用
地
の
16
・
４
％
を
占
め
て
い
る
。
景

気
回
復
に
伴
い
、
新
規
企
業
の
進
出
意
欲

は
旺
盛
で
あ
る
が
、
ま
と
ま
っ
た
工
場
用

地
の
確
保
が
難
し
く
進
出
を
断
念
す
る
ケ

ー
ス
も
あ
る
。
ま
た
、
送
迎
用
バ
ス
を
確

保
で
き
な
い
企
業
で
は
、
従
業
員
募
集
を

お
こ
な
っ
て
も
マ
イ
カ
ー
通
勤
が
前
提
条

件
と
な
る
た
め
従
業
員
の
確
保
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
２
つ
の
問
題
を
解
決

す
る
手
段
と
し
て
、
狭
山
台
工
業
団
地
と

武
蔵
工
業
団
地
の
工
業
団
地
連
絡
会
に
働

き
か
け
、
工
業
団
地
従
業
員
送
迎
用
バ
ス

の
共
同
運
行
が
で
き
な
い
か
。

共
同
運
行
の
メ
リ
ッ
ト
は
交
通

渋
滞
の
緩
和
、
土
地
の
有
効
活
用
、
企
業

の
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
る
。
運
行
ル
ー

ト
や
費
用
負
担
な
ど
諸
問
題
は
あ
る
が
検

討
す
る
。
ま
た
具
体
的
に
は
各
企
業
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
。

入
間
グ
リ
ー
ン
ロ
ッ
ジ
は
閉
館

後
月
日
が
経
過
す
る
中
で
、
解
体
費
１
億

円
の
確
保
が
難
し
い
。
民
間
に
よ
る
事
業

化
も
含
め
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
街
化
調
整
区
域
で
あ
り
社
会

福
祉
施
設
、
病
院
、
学
校
、
農
林
業
施
設

の
立
地
が
可
能
。
ま
た
開
発
行
為
が
な
け

れ
ば
宿
泊
施
設
等
が
可
能
で
あ
り
、
民
間

事
業
者
に
よ
る
開
発
も
含
め
検
討
す
る
。

駅
と
工
業
団
地
を
結
ぶ
バ
ス
路
線

Question 14

田
中
智
義
議
員

質
問

質
問

質
問

質
問

市
長

市
長

市
長

市
長

質
問

市
長

市
長

質
問

駅前に連なる各企業の大小送迎用バスと路線バス
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市
内
在
住
の
外
国
人
と
近
隣
に

住
む
市
民
と
の
間
で
、
ゴ
ミ
の
分
別
の
際

に
混
乱
が
お
き
て
い
る
。
市
と
し
て
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

市
内
に
住
む
外
国
人
は
年
々
増

加
傾
向
に
あ
る
。
市
へ
直
接
苦
情
が
来
る

の
は
年
に
２
、
３
回
と
認
識
し
て
い
る
。

そ
の
際
に
職
員
が
ゴ
ミ
分
別
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
持
参
し
説
明
、
必
要
に
応
じ
て
ゴ
ミ

集
積
所
に
も
貼
る
な
ど
し
て
い
る
。
周
知

は
「
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
い
る
ま
」
の
他

に
、
４
カ
国
語
訳
の
収
集
日
程
表
で
対
応

し
て
い
る
。自

治
会
や
、
ア
パ
ー
ト
を
借
り

る
際
の
業
者
等
に
働
き
か
け
は
で
き
な
い

の
か
。

自
治
会
の
区
域
、
特
に
班
等
は

地
区
に
よ
り
入
り
乱
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、

対
応
し
に
く
い
で
あ
ろ
う
。
理
想
的
な
の

は
、
入
居
時
の
家
主
さ
ん
や
業
者
か
ら
の

説
明
で
あ
ろ
う
が
、
徹
底
は
難
し
い
で
あ

ろ
う
。
市
と
し
て
は
、
直
接
苦
情
が
あ
っ

た
際
の
丁
寧
な
説
明
を
心
が
け
た
い
。

市
内
循
環
バ
ス
「
て
ぃ
ー
ろ
ー

ど
」
の
新
光
地
区
へ
の
乗
り
入
れ
を
。

市
内
循
環
バ
ス
「
て
ぃ
ー
ろ

ー
ど
」
は
、
市
民
の
公
共
施
設
利
用
促
進

を
目
的
に
、
す
き
間
地
区
を
埋
め
る
よ
う

に
運
行
し
て
い
る
。
今
ま
で
に
２
回
の
見

直
し
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
、
市
民

に
定
着
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
新
光

地
区
へ
の
運
行
は
、
平
成
21
年
６
月
の
排

気
ガ
ス
規
正
法
に
よ
る
車
両
入
れ
替
え
ま

で
に
、
対
策
審
議
会
に
お
い
て
総
合
的
な

見
解
の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ゴ
ミ
分
別
問
題
と
市
内
循
環
バ
ス

Question 15

忽
滑
谷
陽
子
議
員

議会運営委員会�
議会の運営に関する事項、
議会の会議規則・委員会
に関する条例等に関する
事項、議長の諮問に関す
る事項を所管しています。�

その①　政治家の寄付の禁止�

　政治家（候補者、候補者となろうとする者及び現に公職にある
者）が、選挙区内にある者に対して寄付をすること（政党や親族
に対するもの及び政治集会に関する必要やむを得ない実費の補償
を除く）は、いかなる名義をもってするかを問わず禁止されてい
ます（会費・参加費等が適切・妥当なものかも問われます）。�
　ただし、政治家本人が自ら出席する結婚披露宴における祝儀、
政治家本人が自ら出席する葬式や通夜における香典を除きます。�

その②　政治家に対する寄付の勧誘・要求の禁止�

　政治家に対し寄付を出すように勧誘や要求をすること（政党や親
族に対するもの及び政治集会に関する必要やむを得ない実費の補
償の勧誘・要求は除く）も、禁止されています。�

その③　その他の禁止行為�

　政治家が出す時候のあいさつ状（答礼のための自筆によるものを
除く）、有料のあいさつ広告、後援団体（いわゆる後援会）による
寄付なども禁止されています。�

知っておきたい政治家と寄付などについての決まりごと�
　議員等の政治家は、公職選挙法により以下のとおりいろいろな行為
が禁止され、罰則が定められています。よりよい地域づくりのために、
法律の趣旨を理解し、遵守への協力をお願いするものです。�

じゅんしゅ�

質
問

市
長

市
民
部
長

野田地区を走行するてぃーろーどのようす

質
問

質
問

市
長



年
４
回
配
布
さ
れ
る
議
会
だ
よ
り
を
読

む
に
つ
け
感
ず
る
こ
と
は
、
議
会
で
審
議

さ
れ
る
案
件
は
市
長
提
案
に
よ
る
も
の
が

殆
ど
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
審
議
し
可
否
を

決
す
る
の
が
議
会
の
責
務
で
あ
り
、
ま
た

そ
れ
を
住
民
に
報
告
す
る
の
も
責
務
の
一

端
で
あ
る
筈は
ず

で
す
。

然し
か

る
に
、
審
議
し
た
条
例
（
新
規
、
改

正
）
が
い
と
も
簡
単
に
羅
列
し
た
の
み
で
、

そ
の
内
容
の
詳
細
が
知
ら
さ
れ
な
い
の
は

何
故
か
。
一
例
が
137
号
の
下
水
道
条
例
の

改
正
だ
が
、
読
み
よ
う
に
よ
っ
て
は
11
年

経
っ
た
か
ら
改
正
す
る
と
し
か
捉と
ら

え
ら
れ

な
い
の
で
あ
る
。
値
上
げ
に
相
違
な
い
の

で
あ
る
か
ら
、
値
上
げ
の
理
由
と
賛
否
の

意
見
を
明
ら
か
に
述
べ
る
べ
き
だ
。
条
例

は
自
治
体
の
「
法
」
で
あ
る
か
ら
、
審
議

し
た
案
件
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
の
説

明
責
任
を
き
っ
ち
り
と
果
た
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
そ
れ
が
議
会
の
使
命
で
あ
り
、

責
務
で
も
あ
り
ま
す
。

昭和41年11月に、入間市の誕生と共に入間市議会
が誕生しました。昭和49年３月に、議場がある市役
所のAB棟が建設されたのを覚えている方も多いで
しょう。234平方メートルの広さがある議場には記
者席10席と傍聴席60席があり、市民の皆様のご来場
をお待ちしています。車椅子用の傍聴席も確保して
あります。傍聴には事前予約も必要ありません。お
気軽におこし下さい（ただし先着順です。60名を超
えると入場をお断りする場合もございます）。
さて、入間市議会でも経費削減に積極的に取り組

んでいます。議会ホームページにも、経費削減の主
な取り組みが紹介されていますが、議場を照らす
388個の白熱電球も、その対象です。従来の電球よ
りも電力の消費量が少なく、長持ちする新しい電球
型蛍光ランプに順次交
換しています。新しい
照明は照度も上がるの
で、見やすくなるとい
うことです。次に傍聴
の際にはチェックして
みてください。

◎近藤　常雄　○山本　秀和　　山下　修子
金子　健一　　金澤　秀信　　永澤美恵子
齋藤　國男　　忽滑谷陽子　　宮岡　幸江

◎は委員長　○は副委員長

議会広報委員会

※日程については、変更する場合もありますので、
議会事務局へお問い合わせ下さい。
�　2964-1111 内線5112・5113

「
市
議
会
だ
よ
り
」
を

読
ん
で

渡
部
英
夫
（
無
職
）

東
藤
沢

議場あれこれ

5月29日（火）開会
6月 1日（金）総括質疑
6月 4日（月）総務常任委員会
6月 5日（火）都市経済常任委員会
6月 8日（金）福祉教育常任委員会
6月12日（火）一般質問
6月13日（水）一般質問
6月14日（木）一般質問
6月20日（水）閉会

6
月
定
例
会
日
程
案

市
民
の
声�
市
民
の
声�

空
手
道
の
指
導
を
始
め
て
38
年
、
武
道

の
基
本
で
あ
る
“
礼
節
”
を
子
供
達
と
共

に
学
ん
で
い
ま
す
。
い
ま
道
場
で
は
人
間

と
し
て
必
要
な
五
つ
の
目
標
を
立
て
て
お

り
、
練
習
終
了
後
、
お
と
な
し
い
子
、
活

発
な
子
、
様
々
で
す
が
一
人
一
人
に
大
き

な
声
で
復
唱
さ
せ
、
そ
の
内
容
を
考
え
さ

せ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
大
き
な
声
で
挨

拶
の
で
き
る
人
間
」「
大
き
な
声
で
返
事
の

で
き
る
人
間
」「
あ
と
か
た
づ
け
の
で
き
る

人
間
」「
良
い
こ
と
・
悪
い
こ
と
の
区
別
が

で
き
る
人
間
」「
一
つ
の
こ
と
に
集
中
で
き

る
よ
う
な
が
ま
ん
強
い
人
間
」
の
五
つ
で

す
。こ

の
こ
と
は
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く

う
え
で
の
基
本
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
ま
こ
れ
が
欠
け
て
い
る
大
人
達
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
少
し
で

も
多
く
の
子
供
達
が
心
掛
け
て
、
大
人
に

な
っ
て
も
適
用
で
き
る
よ
う
な
明
る
い
入

間
市
の
子
供
達
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
家
庭
で
の
躾

し
つ
け

の

一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

少
年
空
手
マ
ン
に

礼
節
を
！大

野
悌
男
よ
し
お

二
本
木

いるま
市�

市議会議場のようす


